
分野 コード 政策名 施策名 指標名 現行 見直し後 見直し内容

H29（H27）：37,950
H31（H29）：37,000
H36（H34）：32,000

H29（H27）：44,667
H31（H29）：43,549
H36（H34）：37,664

H29：470
H31：600
H36：750

H29：1,000
H31：1,000
H36：1,500

H29(H28)：2,160
H31(H30)：2,180
H36(H35)：2,250

H29(H28)：2,160
H31(H30)：2,311
H36(H35)：2,500

4 Ⅱ－１－（２）
マーケットインの商品（も
の）づくりの加速

戦略品目の産出額
（農林水産業）

H29(H28)：  881
H31(H30)：  915
H36(H35)：1,010

H29(H28)：  881
H31(H30)：  906
H36(H35)：1,093

「農林水産業による創出額」の目標見直しに伴い、そ
の内数である「戦略品目の産出額」の目標値を修正
する

H29： 5
H31：10
H36：15

IoT等のプロジェクト事

業化件数

H29： 8
H31： 8
H36：12

H29：  640
H31：  800
H36：1,200

H29： 　 880
H31：　1,040
H36：  1,200

外国人宿泊客数

【単位：千人】

　平成28年度の目標値５６０千人に対して８２７千人と
大幅に達成（達成率１４７．７％）しているため、目標
値を上方修正する

【単位：億円】

　平成28年度の実績が、プラン最終年度の目標値
（２，２５０億円）を達成する見込みであるため、目標
値を上方修正する

5 Ⅱ－２－（５）
多様な仕事を創出する
産業の振興と人材の確保

急速に進化する情報通信
技術の普及・活用

経営革新承認件数のう
ちICTを活用した数

【単位：件】

　平成29年度から新たに、IoTやAI、ロボットなどの革
新的技術を取り込み、地域課題の解決と新たな産業
活力の創造を目指す、大分県版第４次産業革命〝
OITA4.0〟への挑戦を開始している。
　そのため、中小企業のIT活用促進のみを目的とし
た現在の指標（平成28年度：達成率４２０％）を〝
OITA4.0〟の取組に即した「IoT等のプロジェクト事業
化件数」に変更する。

3

活力

Ⅱ－１－（１）

変化に対応し挑戦と努力
が報われる農林水産業の
実現

構造改革の更なる加速
農林水産業による
創出額

6 Ⅱ－４－（１）
人を呼び込み地域が輝く
ツーリズムの推進

国内誘客の推進と海外誘
客（インバウンド）の加速

Ⅰ－１０－（１）
コミュニティを維持する
移住・定住の促進

移住・定住のための環境
整備とＵＩＪターンの促進

移住施策を活用した
移住者数

【単位：人】

　平成28年度の目標値４１０人に対して７６８人と大幅
に達成（達成率１８７．３％）しているため、目標値を
上方修正する

「安心・活力・発展プラン2015」目標指標の見直しについて

1

安心

Ⅰ－４－（３）
恵まれた環境の未来への
継承

地球温暖化対策の推進 温室効果ガス排出量

【単位：千t-CO2】

　温室効果ガス排出量算定に用いている、国の「都
道府県別エネルギー消費統計」の算定方法に変更
があったため、国と同様の算定方法を用いて目標値
等を１７．７％上方修正する

2

資料４



Ｈ２５実績 Ｈ２８見込 Ｈ３５目標 達成度(H28/35) Ｈ３５目標 増減(新-現) 伸び率

2,134 2,285 2,250 102% 2,500 250 ＋11%

1,848 1,953 1,940 101% 2,127 187 ＋10％

[821] [892] [1,010] [88%] [1,093] [83] [＋8％]

1,276 1,339 1,281 105% 1,432 151 ＋12％

［442］ [474] [545] [87%] [599] [54] [＋10％]

181 200 215 93% 226 11 ＋5％

[169] ［189］ [205] [92%] [216] [11] [＋5％]

386 402 435 92% 454 19 ＋4％

[210] [229] [260] [88%] [278] [18] [＋7％]

新規需要米等 5 12 9 133% 15 6 ＋67％

付加価値額　　　 194 226 227 100% 260 33 ＋15％

交付金　　　 92 106 83 128% 113 30 ＋36％

水産業
（3月公表予定）

見直し後

農林水産業産出額

創出額

現　行

農　業

林　業
（2月公表予定）

（基準年）

「農林水産業活力創出プラン２０１５」創出額目標の見直し

［主な見直し］
①農業関係

・水田農業の構造改革（主食用米から高収益作物等への転換） ⇒ 園芸 ＋１００億円、主食用米 ▲１４億円、交付金 ＋３０億円
・全共日本一を契機とした「おおいた豊後牛」等の振興 ⇒ 畜産 ＋５５億円
・マーケットインに対応した加工用野菜等の生産拡大 ⇒ 付加価値額（食品加工） ＋１９億円

②林業関係
・主伐・再造林の加速（素材生産量１５０万 ／年へ） ⇒ 木材生産 ＋７億円 、 付加価値額（木材加工） ＋１１億円
・丸太の輸出拡大 ⇒ 輸出丸太 ＋４億円

③水産業関係
・養殖ブリ類の輸出拡大（生産加工体制の強化） ⇒ 養殖ブリ類 ＋１５億円

［億円］

園芸品目の規模拡大や肉用牛単価の向上等により、プラン2015に掲げた「農林水産業による創出額」の最終目標
2,250億円（H35）を前倒し達成する見込みとなったことから、目標を上方修正する。

※産出額下段の［ ］は戦略品目


